
フサオマキザルは、おとな顔と赤ちゃん顔を概念的に分類できる

フサオマキザルは訓練の結果、自種か他種かにかかわらず、おとなと乳児の顔を
弁別することを素早く学習しました。一方、おとな・乳児という年齢カテゴリー
は訓練とは別の種に般化することはありませんでした。本研究は自種、他種の顔
から年齢（おとな、乳児）を概念的に分類する能力がフサオマキザルにもみられ
ることを示す一方で、種普遍的な乳児の形態的特徴、あるいはそれに対する知覚
が少なくとも一部の種では共有されていない可能性を示唆しています。
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